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陸軍特別幹部候補生船舶隊から復員して千葉農業専

門学校に転入学したのは昭和21年11月であった。まっ

たく農園芸に無関係の私が敗戦後選んだのが農業だっ

たのは小豆島から復員する列車から見た日本の各都市

の壊滅的な惨状を見て強い衝撃を受けたからである。

花の世界に迷い込む

農園芸の知識をまったく持たない私を捉えたのは、

藤井教授の蔬菜園芸学の講義であった。腺病質でピリ

ピリした風貌とは裏腹に、彼の講義には何か惹きつけ

られるものがあった。ところが多くの学生は学内の寮

住まいだったが、転入学の私は世田谷の九品仏から松

戸まで電車で通った。当時は交通事情が最悪で電車の

連結器のところに乗って通うことも少なくなかった。

藤井教授の講義は皮肉なことにいつも一時間目で、松

戸駅からあの坂を駆け上っても見事に遅刻した。後ろ

からそっと教室に入って座っても彼は目ざとく見つ

け、私の傍らに立ち“どす”の利いた低い声で「出て

ゆけ」という。教授の講義が聞きたいから黙って座っ

ていると、一回りした彼はさらに大きな声で「出てゆ

け」とどなる。仕方なく教室を出て行く先が農場の温

室であった。誰もいない温室にぽつんといた私は、当

然浅山助教授や久保田講師にとがめらたが、毎週とな

ると言葉を交わし、先生方に名前を知られるようにな

った。藤井先生に対する尊敬の念は変らなかったが、

これが私が花きを専攻するきっかけとなった。花きの

ことをほとんど知らない私は、まず花の名前を覚える

ことから始めようと思った。

浅山先生に頼んで、昼休みに圃場の見本園で1種類

ずつ学名、一般名、科名や特性など教えてもらうこと

にした。昼の弁当を食べて農場の管理室へ跳んで行き、

先生が食事している後ろに立って待つ。終わったら先

生を連れて？ 見本園に行くという日が、雨天と先生

不在の日を除き毎日続いた。先生には迷惑な話だが、

快く付き合っていただいた先生には今も感謝してい

る。夏休みには学校に行って先生の手伝いして恩返し

したつもりだが、ここでも大変勉強になった。

花き園芸開拓の時代

千葉農専を卒業して都立農芸高校の教諭になったの

は、まだ、日本が敗戦の混乱さなかの昭和23年だった。

「戦前の温室が200坪も残っている農業高校は珍しい。

花の教育をするには好適だ」という同校出身で同級の

魚躬君の薦めで入ったが、木造温室は壊れかけて物置

になっていた。花担当の教師になったが、食糧難の時

代だから花の授業も実習もなく、助手もなく一人で

200坪の温室改修と30ａの畑を管理するていのよい農

夫と変りなかった。温室内に積もった土を出す、腐っ

た垂木を修理しペンキを塗る、残ったガラスを外し集

めて、ガラス張りの温室に修復する。畑は起こして床

作りして花苗を植える。まだ、花の種子が自由に買え

る時代ではなかった。坂田も花き種子は輸出だけ、タ

キイは野菜だけ、花の種子を扱っていたのは当時ヤマ

ト種苗農具株式会社しかなかった。幸いに先輩の谷井

部長がいて、頼んでは種子を頂いてきた。それを学校

で播いて、温室、畑に植えたから、たちどころに花い

っぱいになった。１銭も予算を出さない校長や農場長

は驚いたに違いない。私が土日も休みもなく朝から夜

８時過ぎまで年中農場で実習に勤しんだ結果なのだ。

その甲斐あって３年後から花の授業が開始され、実

習や温室当番が出るようになり、さらには若い助手も

来て私の労働もやや軽減した。ここから私の本格的な

農業高校の花き教育が始まった。この頃は生徒は三多

摩地区の農家の長男が多かったから、花き生産農家を

育てることだった。生徒たちに最新の花き品種を見せ

ようと、ダメモトで米国のボール社に実習用の花き種

子の提供を願い出た。「日本は戦争に負けて教育材料

が不足している。最新のパンジー、プリムラやストッ

クの種子を提供してくれないか」という意味のへたく

そな手紙をだした。ボールは希望通りの種子を送って

くれた。戦後の最新の品種にただただ驚いた。このス

トックを温室で栽培し、２月ごろ見事なボールストッ
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クの八重が咲いたので、切花を当時の青山市場に私が

オート三輪で50本出したら平均80円で仕切られた。私

の月給が5000円くらいの時代のことである。この事実

から私は花きの実践教育に切り替えた。温室や畑で生

徒が実習して生産した花を生産者と同じ花き市場に出

荷していくらに売れたかまでみる。安かったら栽培の

どこが悪いか、切り前か、結束の方法か調べて改善す

るという実践教育だ。出荷もつねに私がオート三輪を

運転し、同乗する当番生徒は市場で取引も勉強すると

いう今の管理教育では考えられない実習であった。

実践教育も知識や技術の基礎がなければならない。

わが国の花きは遅れていて、雑誌はもちろん、園芸学

会でも花きに関する発表は乏しく、当時は米国の園芸

学会誌「Proc. Amer. Soc. Hort. Sci.」しかなかった。

しかしこれを読ませてもらうのが大変だった。千葉農

専にはなく、もっている教授は藤井先生だけであった。

おそるおそる見せて頂けないかと申し出たら、渋い顔

で家まで来て読むならいいと許可してくれた。日曜に

アルバイトの生徒を連れて先生宅に伺うと先生は別人

のように対応してくれて、小鳥かごが天井まで積まれ

た部屋で、当時はコピーなどないからザラ紙に書き写

す作業を夕方までしたものである。藤井先生宅には数

回通い、ここにないバックナンバーは教育大(駒場)の

岡田先生の教室、遠くは農林省の興津支場まで行った

ものである。この殴り書きの英文を下宿先で翻訳する

のも苦労があった。

花き農家を指導する仕事をしたい

都立農芸で10年たって、私の花き実践教育はもっと

花き生産者を指導する業務につきたいという意欲に駆

られた。たまたま静岡県花卉連会長で後に知事になっ

た山本敬三郎氏の誘いで、静岡県有用植物園に転職し

た。県が南伊豆の花き振興のための予算をとり、花研

究や農家指導をする担当であったが、植物園業務、花

き研究、農家指導など、僻地農業での経験は紙面の都

合で割愛する。

実践的な花き研究への挑戦

伊豆で私なりに３年間頑張っているとき、東京オリ

ンピックに使う花のため、都が花壇苗生産と新農家育

成のための研究員枠が一人取れたからこないかと東京

農試から誘いがきた。都立農芸の卒業生も運動してく

れて私も悩んだ末に戻ることにした。しかし東京農試

で待っていた仕事は、研究ではなく、カンナの球根を

20万球増殖するというものであった。この元球を農家

に渡し400万球にしてオリンピックに使うが、農試で

の増殖業務は重労働の連続だった。

本来の花壇用花きの研究に戻れたのはオリンピック

後であった。やがて私は花壇苗と鉢物を担当し、教育

同様の実践研究にシフトしていった。農家がうまくで

きない技術を追求開発して、それを実践し、実際に市

場に出荷し生産者と競い実証するものであつた。シク

ラメンをはじめ、当時まだ農家で良品生産できなかっ

たポインセチア、ハイドランジァの研究では、技術を

組み立てて試験生産した鉢を実際に青山市場に出荷し

て生産者の数倍の価格で取引された。この市場での実

績はたちまち生産者に広がりレベルアップした。東京

農試の研究活動は23年間に及んだがここでは省略す

る。当時の成果は、著述した「鉢花のプログラム生産

（1）,（2）」にまとめてある。

新時代の花き園芸への開眼

東京農試卒業直前、㈱ミヨシの創設者で先輩でもあ

る三好劔男氏が八ヶ岳農場長としてこないかと、親友

魚躬君を介してこられ、花きの種苗業界にも関心があ

ったので退職直前に転進した。ここでの10年はまた貴

重な体験となった。農場での育種現場の厳しさ、また、

苗生産のカーネーション・ファクトリーの建設、第3

農場（現在の営業育苗センター）の建設を任され、土

地買収から設計企画、建設対応など貴重な経験を得た。

世紀社長になって常務昇格後は海外業務にも参画し、

世界の種苗業界にも目を広げることができた。５年の

技術顧問の時代を加え、15年間は多くの知見を得て高

齢現役の自負を守れ、社長はじめ関係者に感謝したい。

私は今も花き園芸界に新しい高齢の世界を開拓しよ

うと試みている。定年退職、老後、悠々自適は好きで

はない。一生現役の証に「農耕と園芸」誌に連載して

辛口批評で7年86回を迎えている（自画自賛）。

テクノ・ホルティ園芸専門学校での講義も若い学生

に負けまいと、常に新しい分野の講義を構築している。

新しい花文化（西洋・日本編）の講義を編集作成して

いる。本年から講義もパワーポイントによる映像と口

述による授業体系を実験開発中である。その他、これ

ほど発展した花壇というカテゴリーがいまだに園芸に

も、造園にも中途半端に関わって、学問的にも技術に

も体系化されていない。これに対する挑戦も今、農業

および園芸誌で２年間にわたり連載中である。ぜひご

批判いただきたいものである。


